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本リーフレットの記載内容をはじめとする製品の仕様は予告なく変更される事がありますので予めご了承下さい。ま

た各種機能が御社の運用形態に適合するかどうかはデモ等で事前に十分ご確認下さい。 

 

JNL：自動仕訳システム 

 SOE販売管理システム、SVCサービス業販売管
理システム、PRJプロジェクト管理システム、DRS
物流在庫管理システム、ARS 債権管理システム、
債権債務管理システムに組み込まれた PNS 手
形管理システム、POS システムから GLS 一般会
計システムに自動仕訳を行うためのモジュールで
す。 

 全ての自動仕訳、並びに債務計上取引に関する
自動仕訳マスターを保守するシステムでもありま
す。 

 APS 債務管理システムから GLS 一般会計シス
テムへは、本モジュールを利用しなくても、APS
モジュール内のメニューである債務計上承認時
に債務計上仕訳が、また支払確定時に支払仕訳
が自動仕訳として転送されます。但し、その自動
仕訳の定義は、本モジュールの自動仕訳マスタ
ー保守メニューから設定しなければなりません。 

主なメニュー 

 売上取引計上 

 在庫取引計上 

 仕入取引計上 

 三分法自動仕訳 

 入金取引計上 

 入金伝票計上 

 売掛取引計上 

 受取手形自動仕訳 

 支払手形自動仕訳 

 プロジェクト取引自動仕訳 

 自動仕訳マスター保守 

事前に仕訳イメージを確認できます 

 本モジュールでは、各 SOE、SVC、PUR、PRJ
等のモジュールで生成された売上伝票、仕入伝
票、プロジェクト取引等の会計取引を元に、自動
仕訳マスターの設定等を参照して、自動仕訳を
生成し、一般会計に仕訳を転送します。 

 転送前にどんな仕訳が転送されるか確認したい
ときは、承認ではなく作成というボタンをクリックす
ることにより、転送前の仕訳イメージを画面に表
示させることが出来ます。 

売上取引計上 

 SOE販売管理システム、SVCサービス業販売管
理システム、PRJ プロジェクト管理システムで生

成もしくは入力された売上伝票を元に、売上に関
する仕訳を生成し、GLS 一般会計に転送します。 

 売上伝票１枚１枚をそれぞれ１仕訳として転送す
ることも出来ますが、通常は、売上伝票は非常に
数が多いために、月一度の自動仕訳実行の単位、
つまり転送の単位で集計し、一つの仕訳にまとめ
ます。 

 仕訳明細についても、売上伝票であれば、商品
情報、数量単価情報がありますが、仕訳明細に
はこのような情報はありませんので、自動仕訳マ
スターに設定された集計の単位によって売上明
細を集約します。 

 勘定科目は原則として、マスター管理システムの
「売上仕入科目関連マスター」で登録された、売
上明細の商品取引区分と商品マスターの商品管
理区分の組み合わせで決定します。 

 その他、組織、消費税区分は勿論のこと、取引先、
従業員、プロジェクト、ユーザ定義コードなど明細
区分についても、マスターがシステム間で共有さ
れていますので、会計上必要なレベルで、自動
仕訳をきちんと生成することが可能です。 
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仕入取引計上 

 PUR 購買管理システムの会計取引である、仕入
伝票、仕入付随費用、加工賃計上伝票を元に、
GLS 一般会計システムに自動仕訳を転送します。 

 上記の伝票は、APS 債務管理システムに債務転
送し、債務計上承認により個別に自動仕訳する
ことも可能ですが、商社等で三分法仕訳を行っ
ている場合は、月末に一括して自動仕訳する方
が、好ましい場合があります。 

三分法自動仕訳 

 期首在庫振替仕訳、月末在庫振替仕訳を DRS
物流在庫システムの在庫残高を利用して自動仕
訳することが出来ます。 

 部署別に三分法仕訳を行うことが可能ですので、
部署毎に倉庫を分けて在庫管理している商社で
は最適の機能です。 

 他勘定振替や、部署間在庫移動の自動調整仕
訳にも対応。 

在庫取引計上 

 DRS 物流在庫管理システムで自動生成、もしく
は、手入力した在庫取引を元に自動仕訳を生成
し、一般会計に転送します。 

 売上原価の確定に売上原価対立法を利用して
いる場合は、本機能を利用して、【借方】売上原
価 P/L／【貸方】棚卸資産 B/S という仕訳を自動
生成し、一般会計に転送します。 

 売上原価の確定に三分法を利用している場合は、
通常、自動仕訳の必要はありませんが、例えば、
在庫を自家消費し、他勘定振替を利用したい場
合、特定の在庫取引（コード）のみ自動仕訳の対
象にするという設定をして対応することが可能で
す。 

入金取引、入金伝票計上 

 入金取引計上は、振込入金FBデータなどを取り
込み、一旦仮受金に計上する場合に利用します。 

 入金伝票計上は、入金伝票入力で承認された入
金伝票から【借方】現金等／【貸方】売掛金という
自動仕訳を生成し、一般会計に転送する処理で
す。入金取引計上によって仮受金を計上した場
合は、【借方】仮受金となります。 

プロジェクト取引自動仕訳 

 プロジェクト管理システムでは、プロジェクトの状
況区分（受注前、生産中、検収中、補償期間）に
より、計上すべき勘定科目が異なります。 

 またこうした状況区分は取引の発生時では確定
しておらず、月次処理の過程で後から意志決定
されて確定することもあります。 

 従って、月末等に状況区分が確定した後に、本
モジュールでプロジェクト自動仕訳を実行するこ
とにより、プロジェクト取引から各種の仕訳を一般

会計システムに正しい勘定科目で転送すること
ができます。 

POS入金計上 

 【借方】クレジット未収入金・現金等／【貸方】
POS 仮受金といった仕訳を日々の POS 精算
の都度、本部確認後、自動仕訳します。 

 貸方計上された POS 仮受金は、不明商品等
の処理が終了した後、本自動仕訳の売上取引
計上により、借方計上され一般会計上で消し
込まれます。 


